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  ●はじめに 
   ピーナッツのコンポーネントである Aｒ a h 2 をご紹介します。 
   Ara h 2 は熱や消化に耐性を持つピーナッツの貯蔵タンパク（2Sア 
   ルブミン）で、症状誘発との関連が強いことがわかっています。 
   f13 ピーナッツ（粗抽出）特異的 IgE 検査は、臨床的感度は高いで 
   すが、臨床的特異度は低く、症状がなくても陽性に出る例が多い 
   ことが指摘されていました。 
   確定診断には食物経口負荷試験が不可欠である一方で、ピーナッ 
   ツは摂取量が微量であっても重篤症状を誘発リスクがあるため、 
   「症状既往がある場合には原則、負荷試験は行わない（食物経口 
   負荷試験ガイドライン2009）」、「耐性獲得は期待しにくいため、 
   耐性獲得の診断を目的とした負荷試験は原則として行わない（食 
   物アレルギー診療ガイドライン2012 ）」 とされています。 
   このため、ピーナッツアレルギーの診断は専門施設に限られるの 
   が実情です。 
   Ara h 2 特異的 IgE 検査の臨床的特異度は f13 ピーナッツよりも高く、 
   f13 ピーナッツ特異的 IgE 陽性の症例に Ara h 2 特異的 IgE を測定す 
   ることで、危険を伴う負荷試験の実施を減少させることが可能と 
   なります1)。 
 
  ● Ara h 2 特異的 IgE 検査の具体的な活用方法 
   Ara h 2 特異的 IgE は、ピーナッツアレルギーにおける臨床的特異 
   度が高い検査です1,2)。 
   f13 ピーナッツ特異的 IgE が陽性の症例を対象に、 Ara h 2 特異的 
   IgE 検査を実施します。 
   このことは、イムノキャップアレルゲンコンポーネント f423  
   Ara h 2 の製品添付文書にも記載されています。 
   なお、 Ara h 2 は、他の保険適用のコンポーネント特異的 IgE の項 
   目とは陽性の判定が異なり、4UA/mL以上を陽性とします（0.35UA 
   /mL 未満を陰性 ）。  
   これは、ピーナッツアレルギー症例において、4UA/mLをカットオ 
   フとすることで臨床的特異度が 95% となることに基づいて設定した 
   判定基準です。 
   以下に、 f13 ピーナッツと Ara h 2 特異的 IgE を用いたピーナッツア 
   レルギー判定フローの目安を示します。 
   なお、このフローに記載された判定の目安となる抗体価はすべて 
   イムノキャップによる検討結果に基づいています。 
   イムノキャップと互換性の無い、他キットのピーナッツ特異的 IgE  
   検査結果と組み合わせて利用することはできないことに注意して 



   ください。 
 
   http://www.keihin.gr.jp/image/kml-pdf/arah22021-03.pdf  
 
   ＊）ピーナッツアレルギーでもf423 Ara h 2陰性となる場合があ 
    ります。患者さんの状況に応じて経口負荷試験を考慮します。 
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   2021年 1月29日～２月２８日に WEB で開催されておりました、 
   第32回日本臨床微生物学会にて弊社技師が発表を行ないましたの 
   で紹介させていただきます。 
 
   【演題】 
   当ラボで検出された B群連鎖球菌の薬剤感受性調査 
 
   詳しくは、下記 URL をご参照ください。 
   http://www.keihin.gr.jp/image/kml-pdf/gakkai2021-03.pdf  
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